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第 2 編はマ jレテンサイトの加工についてである。

























































第 5 章において，上記の結果をもとにしてマルテンサイトの加工による強化について考一察し，第 6
-606 ー
章で結果の総括を記述している。
U~ 3 編は本研究の結論と加工熱処理による鋼の強化法の将来性について記述したものである。
本論文は鋼の強化法として新しい分野である加工熱処理法特にオースフォーミングとマノレテンサイ
トの加工による鋼の強化機構を透過電子顕微鏡法で追究したものである。
その結果オースフォームしたニッケル鋼マルテンサイトには変態双品及び転位が存在し，クロムー
ニッケノレ鋼マノレテンサイトには主に転(すが存在する。これに分散析出する炭化物によって鋼は強化し
耐焼戻し性を良好にすると述べている。またニッケル鋼マノレテンサイトの加工では，加工軟化は変態
双晶と変形双晶の合ーによる所謂 detwinning のためであり，加工硬化は双晶同志の交文によると
述べている。さらにクロムーニッケノレ鋼マノレテンサイトの加工硬化は転位相互作用によると述べてい
る。乙のように本研究は加工熱処理法を適用し得る代表的鋼種であるニッケノレ鋼及び、クロムーニッケ
ル鋼について，処理法の指針を与え，学術上工業上貢献するととろが大である口よって本論文は博士
論文として十分価値あるものと認める。
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